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主要な水田雑草の埋土種子量は、１年の畑転換により転換前の
約40％に減少し、畑転換は水稲有機栽培の雑草対策として有効で
あることがわかりました。

水田から畑への畑転換を行ったほ場では、転換後に水田雑草の
埋土種子量が減少します。



（問い合わせ先）
鳥取県農業試験場 有機・特別栽培研究室 TEL：0857-53-0721

※本書から転載複製する場合には必ず農業試験場の許可を受けて下さい。

畑転換後の水稲ほ場は、水稲連作ほ場と比べて残草量が少ない
傾向となっています。

A～Dの４事例では、畑転換実施１年後の埋土種子量が、転換前の
約40％に減少しました。


